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１．情報通信ネットワーク産業の現状
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通信機器の国内需要と輸出

［輸出］

携帯電話

携帯電話

携帯電話以外

携帯電話以外

［億円］

［国内需要］

通信機器
国内市場

ソフト・サービス市場
ＩｏＴ関連通信機器市場

－ ＩＣＴ市場成長のイメージ －

将来

市
場
規
模

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

■ 従来型の通信機器の国内市場規模は、ほぼ横ばいの状況

 国内需要の約半分が携帯電話

 輸出の多くはビジネス関連機器、インフラ機器等

■ 将来のネットワークインフラ整備に向けた期待

 ネットワークインフラの世代交代への対応

 データ・トラヒック増/多様化への対応

 様々な産業分野に及ぶＩｏＴネットワーク関連機器需要への対応

出典：ＣＩＡＪ通信機器中期需要予測 ［2016-2021年度］
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２．将来のネットワークインフラに向けた技術の進化 （１/３）
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■ 将来のネットワークインフラ技術の発展

① 高速化、広帯域化

② サービス機能の高度化

③ インテリジェント化

④ 高信頼化・堅牢化

■ 将来のネットワークインフラに関する主な要素技術 （１/２）

① 高速化、広帯域化

 アクセス、トランスポート

- ５Ｇ、ＬＰＷＡ、次世代ＷｉＦｉ

- 次世代光コアネットワーク

- ラストワンマイルの最適化（無線と光）

② サービス機能の高度化

 エッジ・コンピューティング

- 情報コンテンツの集中と分散の最適化

- 超低遅延サービス実現

 Ｅ２Ｅでのネットワーク・サービスの最適化・品質保証
超低遅延
サービス実現

ネットワーク
ボトルネック
解消

コンピュータ
資源の

利用効率化

Ｒｅａｌ
通信事業者

エッジ・クラウド

ＤＣＮＦＶ

相互接続

－ エッジ・コンピューティング －

出典：総務省 情報通信審議会 新世代モバイル通信システム委員会資料

－ ＩｏＴ時代の無線通信システム －
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２．将来のネットワークインフラに向けた技術の進化 （２/３）
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■ 将来のネットワークインフラに関する主な要素技術 （２/２）

③ インテリジェント化：ネットワーク機器のソフトウェア化

 ネットワークの仮想化

- ＳＤＮ、ＮＦＶ、クラウド

 ネットワーク制御

- ＭＡＮＯ※、ネットワーク・オーケストレーション、

スライシング、ペーシング

 ＡＩとネットワークの連携

- ＡＩを活用したダイナミックなスライシング
※ MANO：Management and Network Orchestration

④ 高信頼化・堅牢化

 サイバーセキュリティ対策

- 暗号化・認証技術の高度化

- 脅威の視覚化、テスドベッドの高機能化

 ＡＩとネットワークの連携

- ＡＩを活用したネットワーク運用・管理の自動化
（トラヒック分析、障害予測等）

- システム全体での通信品質の最適化

－ ＡＩを活用したダイナミックなネットワーク・スライシング －

Network Resource

SDN Controllers

SDN Applications

Big-data
（ネットワーク情報）

Ａ産業分野 Ｂ産業分野

人 ロボット 車 モノ ・・・・・

ＡＰＩ ＡＰＩ

ＡＩ ＡＩ

MANO
Management and 

Network Orchestration

VNF
Virtualised Network Function

OSS/BSS
Operation Support System

/Business Support System

NFVI
NFV Infrastructure

－ ＮＦＶアーキテクチャーの概要 －

出典： Network Functions Virtualisation （NFV）；
Management and Orchestration / ETSI をもとに作成

VIM
Virtualised Infrastructure

Manager

VNFM
VNF Manager

NFVO
NFV Orchestrator
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２．将来のネットワークインフラに向けた技術の進化 （３/３）
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コネクテッド
インフラス
トラクチャー

アンビエント
おもてなし

スマート・
サスティナブル

社会

情報
バリアフリー

高度化した
防災・減災

３Ｄ
プリンタ

デジタル
サイネージ

超臨場感
コミュニケーション

４Ｋ・８Ｋ，
ＴＶ高度化

ヒューマン
インタフェースセンサー

無線先端技術
（ミリ波、テラヘルツ）

ＩＰＮＷ
高度化

次期ＮＷ
アーキテクチャ

光ＮＷ高信頼ＮＷ

ＩＴＳ

ロボット・
ドローン

省エネ・
エネルギー制御

インターネット
利活用拡大

ＷＥＢ高度化

クラウド・
分散処理

ビッグデータ

人工知能

サイバー
セキュリティ

量子ＩＣＴ

リアルタイム
翻訳

ＩｏＴ

ビジョン・コンセプト

入出力
（センサー、ヒューマンインタフェース）

通信
（コミュニケーション、ネットワーク）

メカトロニクス・エネルギー
情報処理

（IT、コンピューティング）

経済成長

社会課題解決

安心・安全な
社会

環境問題

利便性向上

少子高齢化

豊かな
個人生活

人にやさしい
社会

産業活性化・
発展

労働・
雇用j改善

格差社会

農林水産 鉱業

電子・電機

建設

機械

食品・繊維・
その他

化学

情報通信

運輸・交通

電機・
ガス・水道

小売・サービス

金融・保険
教育

公共・自治

娯楽・
スポーツ

警察・消防

医療・福祉

環境
リサイクル

省エネ

第二次産業

第三次産業 生活・福祉

環境

産業・経済

ＩＣＴが提供する
価値

適用分野

第一次産業

生活支援・社会貢献

５Ｇ・
次世代携帯

Ｗｉ-Ｆｉ・
次期構内無線

仮想ＮＷ
（ＳＤＮ/ＮＦＶ）

将来のネットワーク
を支える技術

高機能
デバイス

出典： 情報通信ネットワーク差業協会
技術ナビゲーション２０１６

将来のネットワークの技術適用分野
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３．将来のネットワークインフラの利活用の方向性 （１/２）
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将来のネットワーク

2003年 2010年 2020年

移動通信システム

2030年

ＩＰ網ＣＳ網

５Ｇ４Ｇ３Ｇ

スマホの登場

ＶｏＩＰＣＳ

■ 社会インフラとしての安全・安心の強化

 基本サービスの継続

 災害時・緊急時の通信確保

 ネットワークの堅牢化、高信頼化

 ネットワーク機器のソフトウェア化における対応

- 対サイバーアタック

- 汎用サーバ（ＮＦＶ）上のソフトウェア障害対策

■ ネットワーク・サービスの高度化への対応

 既存サービスの高度化

- ＩＰ網への移行

- コンテンツの大容量化、端末の高速化への対応

 情報通信サービスの高度化

- 仮想化技術によるネットワーク・フレキシビリティ、
スケーラビリティの拡大

- Ｅ２Ｅでのネットワーク・サービスの最適化・品質保証
の高度化

- ＩＸをまたがるＳＤＮ（ネットワーク制御）による
サービス運用

Network

Resource

ＩＸ

ＩＸ

ＩＸ

SDN Controllers

SDN Applications

－ ＳＤＮによる広域ネットワークの制御 －

Ａ産業分野
ＩｏＴネットワーク

Ｂ産業分野
ＩｏＴネットワーク

－ 通信ネットワークのマイグレーション －

固定通信システム

固定電話網の
ＩＰ化
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データ流通基盤

３．将来のネットワークインフラの利活用の方向性 （２/２）

88

Ｖiｒｔｕａｌ
通信事業者

クラウド事業者

Ｒｅａｌ
通信事業者

Ａ産業分野

－ 産業構造の変化への戦略的な対応 －

出典： 総務省 情報通信審議会 新世代モバイル通信システム委員会資料 に加筆

固定通信システムも
同様に裾野が拡大

ＡＰＩ ＡＰＩ

福祉
医療

一次産業 防災二次産業
（Industry 4.0）

－ 産業別サービスプレイヤー －

Ｂ産業分野

■ 新たなサービスの創出・ビジネスモデルへの対応

 ビジネス領域の裾野の拡大

- 産業別の端末・アプリ間における提供サービス
の高度化

 ロボット、ドローン：遠隔制御

 次世代ＩＴＳ

 スマートＸＸ

 様々なサービスプレイヤーによる利活用

- ネットワークを活用する事業者の急拡大（各種の産業分野）

 バーチャルオペレータ、クラウド事業者、ＩＳＰ

- データ流通基盤におけるネットワーク・サービスの
要件定義・サービス保証の進展

 ミッションクリティカル・サービスの更なる高度化

- ＡＩとネットワークの連携による高度化

 既存ビジネスの延長上でのサービス高度化への対応

- ＳＮＳ、動画共有サービス、ＶＯＤ 等

将来の破壊的イノベーション・新たなビジネスモデルの
登場に応えられるインフラとしての柔軟性の確保
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４．今後期待される取組（１/２）

■ 将来のネットワーク・サービスのビジネスモデル構築

 マルチプレイヤーが相互連携する中での
ビジネスモデルの在り方

- 全体がまわりＷｉｎ-Ｗｉｎ関係を構築する
エコシステム

 ネットワークインフラ全体としての
品質保証の在り方

- 複数事業者間での品質配分のルール

- アクセス・エッジ～コアネットワーク間での
品質確保

 社会要請に応じたネットワーク構築

– ミッションクリティカルからベストエフォート
までの柔軟な対応

9

出典：ITU-T Rec. Y.3301 に加筆

コンテンツ事業者

サービスプラットフォーム
事業者

通信事業者

サービス利用者



一般社団法人
情報通信ネットワーク産業協会

４．今後期待される取組（２/２）

■ 将来のネットワークへのスムーズな移行に向けた取組み

 サービスを新しい技術でリプレイスする流れに応じたマイグレーションシナリオの策定

 安全・安心に向けた実証試験の継続実施（試験環境拡充／広域化への対応 等）

■ ＩＣＴネットワーク関連産業の拡大に向けた取組み

 世界最先端のＩＣＴ基盤の確立を目指した基礎研究開発の推進

 ＩｏＴ社会を実現するモデルケースの実践

 グローバル標準化活動に対する戦略的取組み

■ 通信ネットワークのソフトウェア化に対する取組み

 オープンソースへの対応力の強化

 産官学連携の人材育成スキーム、実戦的資格制度の整備

■ 破壊的イノベーションへの備え

 ＩＣＴ産業の発展に関わる最先端デバイス、アーキテクチャ、ビジネス・モデルへの備え

10


